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(1)式の l｡gの引数 xJl(2)≡｡-2C+ roe-2e+3uce~E施 T<Tcでは0にな｡うる｡
すなわちxo-1(ec)-Oから,系の不安定さの目安ec(M,i)カ哨 られるo(但 t- ro+
3u｡/(1+r｡)∝(TITc))その結果を図2に示すc ec-∞の曲線は,…spinodallineH
に相当するoすなわち,Bの値を大きくしていくと, ec の所で不安定モー ドに行き当
たり,F(M,e)に特異性が現われる｡それを更にくり込み,｣ogを解析接続すれば,
Fは複素となる｡従って, tを flX L,Mの全領域にわたって,実のFを得るために怯



















である.そして,f./f.LBM-1言 (1+.n2)となる0 6-1とした,¢*,OLBM を
図3に示す.併せて,F(M,2-
- )のscalingfunction色｡も示 し
た｡この関数は,前述の通 り,x
≧1/√す のみで実の値をもつ.
初期過程に対してLanger等の選択
はよい｡
ここで出て来たF(M,P)の特
異性,複素自由エネルギー等は,
61展開の 1次で止めた事による
artifactであると考えられる｡よ
り定量的な議論,特異性の性質,
具体的な応用が今後の問題として残されている｡
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